
 

 

 

 

 

 

 

 

 みなさん、ゴールデンウィークは、いかが

おすごしでしたか。憲法記念日やこどもの日な

どかさなったわけですが、お盆やお正月と違っ

て、慌しさのない、自由に使える休暇日だと思

います。もちろん仕事の都合でお休みなどない

方もおられると思いますが、温暖な気温で、雨

も少なく、また新生活も一段落ついた頃でもあ

り、気楽に休め、遊べる期間として、大変喜ば

れる長期休暇だと思われます。 

この私はというと、逆にいそがしい日々を送

りました。それは、以前お世話になったお寺で、

親鸞聖人の７５０回大遠忌の法要が厳修され、

そのお手伝いをしておりました。それが一寺院

では、なかなかできないような大掛かりな企画

を立てられました。京都のご本山からお灯明

（おひかり）頂いて、歩いて大阪までお運びし

て、それから船でお灯明を渡して、岸和田まで

運ぶという大行事に、お稚児さんにおかみそり

など、他の記念行事も豊富にとり行われました。

２年がかりの計画で、はたから見ても大変な行

事でありました。 

私は、その一端しか関わっていませんが、岸

和田のご住職にその大変さを問うと「いっこう

にしんどくなんてないよ、楽しませてもらって

いるだから」という答え、まるで遊んでいるよ

うに活きいきと取りくまれていました。 

一般に遊ぶというと、何かサボっているよう

な感じにもとられます。日本人は非常に勤労で

勤勉であることが、ひとつの誇りのように受け

継いできましたので、その逆の、遊びとなると 

 

 

 

 

 

 

 

 

抵抗があるのかもしれません。他人から「遊び

好き」といわれたら、いい気持ちはしませんね。 

今般、欧米から勤労に対する非難もあって、

趣味や遊びの重要性もさけばれてまいりました

週休２日制やゆとり教育など、さまざまな変革

もおこなわれて、多少、自分の時間が持てるよ

うになりました。 

一生懸命働いて非難されるのも、おかしな話

ですが、休日が増えたのは、事実です。そして、

増えた休日をどう使うか、休みながら遊ぶ？ど

うにか、うまく使えるといいのですが・・・。 

仏さまのおこないを遊ぶと表現さえていると

ころがあります。救うという行為を勤めとはし

ていないのです。勤めというは、しなければな

らない行為でありますが、その行為には見返り

を求めたり、評価を求めたりします。いわば、

損得を考えて勤めます。それに対して遊びには、

何の見返りも考えません。子どもたちが、公園

で鬼ごっこをしながら、「今日の遊びの鬼ごっ

こは、将来役立つから、がんばろう」なんて考

えながら遊ぶ子どもはいません。友達と一生懸

命に明日に残る疲れも考えず、無我夢中で走り

回っています。 

同じように、仏さまの救いも、自身には何の

見返りをも求めず、ただひたすら、全力をそそ

いでおられるということです。 
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 煩 悩 の 林 に 遊 ん で 神 通 を 現 じ 、  

生 死 の 園 に 入 り て 応 化 を し め す と い へ り  
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